
                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                               

 本年度第一回目の美化活動を行います。期間は、５月１２日～５月３１日までとします。実施日は                                    

環境実行委員と部署長が相談して決定します。活動する範囲は、Ｎサイトが従来と同じ「青柳夜雨」 

碑文を中心とした､万代橋以東の那珂川堤防付近､組立工場と本社工場は活動場所を入れ替えて 

組立工場が那珂川堤防､本社工場が常陸青柳駅周辺に決まりました｡那珂川堤防付近は､雑草が 

多く､回収しにくいと思いますが､見える範囲内を安全に活動してください｡危険な場所､特に堤防内 

背の高い雑草付近は､危険生物がひそんでいる可能性があります｡道路付近も交通事故の可能性が 

あります｡充分注意して､安全第一でお願いします。 

                                                         似ているけど違うものです    

   機械グループや組立グループの製品梱包用紙として使用されている､茶色い紙があります｡機械材料 

を梱包してくる物は､すべて通称｢ラミ茶｣と呼ばれている紙で､通常の茶色いクラフト用紙とは違う種類の 

紙製品です｡｢ラミ茶｣の正式名称は｢ラミネート付クラフト紙｣ といい､通常のクラフト紙に防水性､防油性の 

ある素材をコーティングしたものです｡最近､組立グループで使用する部品の中に､このラミ茶で包んだ 

ものがあり､誤って｢茶紙｣の中に混入させてしまう事例が散見されました｡ ラミ茶と判断された場合は､分別 

するとき､茶紙と混ぜないで､ダンボールの中に入れたまま出してください｡お願いします｡                                                                                                                       

   エコキャップについて もう一度 説明します        

      エコキャップ回収に､ご協力いただきありがとうございます｡新入社員が増えていますので､ 

     もう一度説明させていただきます｡ペットボトルのキャップを集める運動は､ある女子高生の 

    発案で､キャップを捨ててしまうのは勿体ないとの気持ちで回収が始まり､その後､集めた物を 

    プラスチック加工業者に持込み､代金を｢世界の子どもにワクチンを日本委員会｣に寄付した 

    ことがきっかけとなり､現在の活動につながっています｡当社も２０１２年からこと活動に協賛し 

    依頼１０年以上､環境活動目標としてキャップ回収にあたり､すでに総数１０万個以上を同委員会に 

供与し､感謝状もいただいています｡環境は､地上で息づくすべての命が対象です｡ 皆さんの暖かい 

気持ちを頼りに､活動を続けます｡趣旨をご理解のうえ､今後ともご協力ください｡ 

環境コラム｢柏餅の由来｣                   

       五月､端午の節句といえば柏餅ですね｡年配の人は元より､若い方の中にも好きな方がいる 

     ようです｡ この柏餅の由来は様々に語られています｡神社に行くと､皆さん柏手を打つことから 

     柏の木を｢神の木｣にたとえ縁起が良いとか､柏の木葉は､新芽が出るまで古い葉が落ちないこと 

     から､子孫繫栄､家内安全を願ったことなどが良く紹介されています｡葉っぱに食べ物を包む習慣 

     それは､保存の意味が強かったと思われます｡昔の人は､経験から学び､葉にひそむ殺菌作用を 

                                                                              利用したのでしょう ｡私たちも多くの経験の中から､環境を大切にすることが､自分の暮らしを良くする   

                                                                       ことも理解しているはずです｡もう一度､周りの生き物に目を向けてみませんか｡ 

最高責任者のコメント  エネルギーの今後 

年間目標のうち電気使用量だけが目標達成できなかった｡その背景には､燃料の高騰や､ 

混乱で､電気業界全体の体質弱化が表面化した｡新電力を売りにしていた企業が撤退し､ 

電気使用量の情報が遅れ､対策が後手に回ったこともある｡Ｎサイトに関しては､そうした 

  電力会社の余波を受けた｡電気に関する混乱は今後も続くと判断している｡ヨーロッパで 

  一時ＥＶを推し進める計画であったが､ウクライナの問題でトーンダウンしている｡当社 

だけでは電気の問題を解決することはできないが､電気の管理は重要なテーマである｡政争

の具､経済的な効果で方針が二転三転する中､環境に配慮した経営を目指して行く｡   

２０２３年度環境目標達成状況         

今月の環境目標は､ 

すべての項目で 

目標達成しました｡ 

 


